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XCMSシステム構成

Windows版

・�Intel® Pentium®4 3GHz以上、Intel® Xeon® 3GHz以
上のプロセッサ 
・1GB 以上のメモリ 
・100MB以上の空き領域のあるハードディスク
　※�素材データ管理用領域またはファイルサーバ
が別途必要となります。 

・�1024×768以上の画面解像度をサポートするディ
スプレイ 
・�256色以上のカラー表示が可能なディスプレイ、
ビデオカード（24bitカラー以上を推奨） 
・CD-ROMドライブ 
・Windows Server® 2003 
・IIS 6.0 
・.NET Framework 1.1

XMLを活用した高機能コンテンツマネジメントシステム

XCMSは、非定形なデータ構造にも柔軟に対応できるXMLを活用した高機能なコンテンツマネジメント

システムパッケージです。B2B、B2Cにおけるコンテンツの収集・管理・公開までを強力にサポートし、

ユーザにXMLを意識させることなく、印刷・出版物の制作、Web/ ECサイトの構築などに対応し、様々

なワークフローの構築を実現します。

コンテンツの収集・管理・共有

企業内には様々な種類のコンテンツが存在し、その巨大化・多様化に対して効率の良い管理を行うこ

とが求められています。また近年ではコンプライアンス体制の整備の必要性から、社外に提供される

印刷・出版物やWebコンテンツの品質管理が重要になっています。

XCMSはチェックイン・チェックアウトによるコンテンツの排他管理や履歴管理、格納されている画

像などのコンテンツがどのドキュメントで利用されているかを確認するための逆引き検索機能に加

え、オリジナルコンテンツから複製されたコンテンツの継承関係や、プロジェクト管理とコンテンツ

の連動など、業務フローにおける生産性の向上と、正確なコンテンツの社内共有を実現するための数

多くの機能を提供します。

XMLを活用したデータ管理

XCMSはXML形式でデータを管理します。XMLデータはツリー構造であるため、変化するデータにも

柔軟に対応し、データ項目が増えた場合においても、1対1のデータ構造を持つRDB（リレーショナル

データベース）と比べてフィールドの再定義のなどの面倒な作業が必要ありません。

XML形式でデータ項目を定義することで、カタログやマニュアルで利用する多様な構造を持つコンテ

ンツのデータを柔軟に管理することが可能になります。

コンテンツを複数のメディアへ展開

XCMSはオプション機能として、Adobe® InDesign® Serverと連携するプロフィールド製サーバ自動組

版プラグインProDIX®Serverと緊密に連携し、WebブラウザやRIA（リッチインターネットアプリケー

ション）などをインタフェースとして活用するサーバパブリッシングソリューションを構築すること

が可能です。

XML形式で蓄積されているコンテンツをWebサイトのコンテンツとして利用するだけではなく、マ

ニュアル・カタログなどの印刷・出版物や携帯電話や情報家電のコンテンツ、ECサイト連携など様々

なメディアに対応した出版ワークフローの構築を実現します。

XCMSを活用した様々な業種向けソリューション

フリーペーパー

Webブラウザから、フリーペーパーのコマ広告情報を入稿・更新、サーバを活用した自動組版までの

一連の制作フローに対応したパッケージ。システムの導入後すぐに運用が可能です。

E-コマース連携

XMLでデータを管理するXCMSなら商品情報から顧客の情報、受発注管理、ECサイトの構築・運用ま

でをサポートし、E-コマース（電子商取引）を実現します。

求人サイト

XCMSを利用することで、求人サイトの構築も容易に実現します。

ECサイト構築・運用

商品情報の登録・更新・管理

受発注管理

顧客情報の登録・管理

契約情報の登録・管理

情報配信（Web）

誌面制作（印刷）

原稿入力・校正

レイアウト（自動組版指示）・校正

求職情報登録

求人情報取得 求職者情報取得

求人情報登録



コンテンツ管理

例えば、Webカタログ用のコンテンツや

素材、あるいは社内の営業資料、文書な

ど企業内にはありとあらゆる形式のコン

テンツが存在し、管理も難しいのが現状

です。

探し物をしていて時間がかかる、必要な

データが紛失なんてこともしばしば。 

XCMSはそんなコンテンツを簡単・明確

に管理することが可能です。

コンテンツの共有や履歴管理も可能です

ので、時間短縮や生産性の向上など効果

は甚大です。コンテンツはチェックイン･

チェックアウトによる排他管理やサムネ

イルの自動生成の他、プロジェクト管理

と連動させることによるリアルタイムな

コンテンツマネジメントが可能です。

プロジェクト・マネージャーを任されたけ
ど、簡単に進行状況把握するにはどうしたら
いいんだろう。

XCMSは業務にあわせたプロセス項目をビ
ジュアル的に設定することができ、各担当者
の進捗具合を一元管理することが可能です。

実績管理も可能なので、過去の実績を分析、ワークフローの改善
に役立てることも可能です。

Webフォームの構築やサイト管理をしたいけど、専門知識は
ないし、外注に出すとコストが…。更新もこまめにしたいし。

XCMSは専門的な知識を必要としませ
ん。XMLのデータ構造を解析し、自動で
構造に適したWebページや入力フォー
ムなどを生成します。
更新・変更にも特殊なスキルは必要あり
ません。

今あるデータはデータ構造がガチガチ。項目を増やすには専
門の担当者に依頼しないといけないので手続きが大変。

XCMSはデータを柔軟で拡張性の高いXML
で管理。項目が異なるデータを混在して
管理することが可能であるため、柔軟な
コンテンツ管理と運用を実現します。ま
たWebなど他のメディアでコンテンツを
2次利用する場合にも最適のソリューショ
ンです。

今必要な資料を持っている人が 
社内にいない！大量の紙束から
探すのも一苦労。みんなで共有
できないかな。

XCMSは形式を問わずにアセット管理が可能。
ネットワークを介してファイルを共有するから必要な資料
を必要とする人が利用できます。
もちろん公開・非公開や編集の権限設定も可能です。

ガントチャートによる工程管理

サーバーパブリッシング

コンテンツ検索・管理

コンテンツ収集

＊サムネイル一覧表示

＊複数ページドキュメントの

　各ページサムネイルを作成

その他、
＊コンテンツ継承管理
＊バージョン管理
＊アクセス管理
＊サムネイル自動生成
	 etc...

プロジェクト管理

時間が勝負の現代企業では同時進行のプ

ロジェクトは当たり前。誰が何を担当し

ていたか、プロジェクトの進行具合など

マネージャーは大変な労力を要します。

XCMSはプロジェクトの進捗をネット

ワークを通じて、一目で把握することが

可能です。

また、実績管理も可能ですので現行ワー

クフローの問題点を改善し、スムーズな

進行で作業の効率化を図ります。簡単な

設定での工程定義が可能ですので、難し

いプログラミングなどを必要としません。

＊ワークフロー作成
＊工程項目定義
＊工程管理
＊実績管理
	 etc...

Webフォーム作成・サイト管理

従来のWebフォーム作成（構築）やサイト管理に

は専門的な知識や莫大な時間・コストが必要でし

た。XCMSでは現存するXML構造からデータ項目

に応じた閲覧用Webページや入力フォームなど

を自動生成する事が可能です。また、データ項目

の増減などにも柔軟に対応することが可能にな

ります。

データ項目が違っても

同じデータベースへ

格納が可能。

XMLデータ管理

Web2.0時代を迎え、XMLの需要はますます高まってき

ました。XCMSはデータをXMLで管理し、データの2次

利用から従来のRDB(リレーショナル・データベース）な

どではなしえなかった柔軟で容易なデータ管理までを実

現します。

オプション機能

その他にもサーバーパブリッシング連携やE-コ

マース連携、広告サービスや求人サイト構築など

幅広いビジネスをサポートするオプションを取

り揃え、お客様のニーズに合わせたご提案が可能

です。

サーバーパブリッシング

XCMSはAdobe InDesign Server と ProDIX Server 

連携でサーバーパブリッシングを強力にサポー

トします。

Webページで使用したXMLデータを紙媒体など

他の媒体と共有し、真のワンソースマルチユース

を実現します。

XMLデータ管理


